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書評
港島印 ICUドリル

瀬尾 龍太郎 監修 
Minatojima ICU GoodFellas 編著

正解のない戦場で妥当性を可視化する驚異の臨床ドリル
評 者　水野 篤　 聖路加国際病院心血管センター循環器内科副医長/QIセンター医療の質管

理室長

医学書院から刊行された『港島
印 ICUドリル』を手にした

とき，私は懐かしさとともに，ある
種の熱量を紙面から感じ取った．監
修の瀬尾龍太郎先生は，私がかつて
研鑽を積んだ神戸市立医療センター
中央市民病院（以下，中央市民）で
の，いわば「兄貴分」のような存在
である．同院は，日本屈指の救急・
集中治療の症例数を誇る「港島（み
なとじま）」の要塞だ．本書は単な
る症例問題集ではない．そこには，
教科書的な「正解」と，実際の臨床
現場で求められる「妥当な判断」と
の間にある深い溝を埋めるための，
極めて高度な仕掛けが施されてい
る．
　本書の白眉は，提示された各設問
に対し，中央市民の現役フェローや
修了生たちがどの選択肢を何パーセ
ント選んだかという「選択率」が明
示されている点にある．回答は
「Agree（妥当）」「Controversial（五分
五分）」「Disagree（少数派）」の 3段
階で判定されているが，これが実に
示唆に富む．
　集中治療は，エビデンスが不十分
な領域や，個別のコンテキストに依
存する判断の連続だ．例えば，私自

身は日常的に用いることが少ない
Cardiac Power Output（CPO）につい
て，現場のエキスパートたちの間で
高いコンセンサスが得られていたの
を目にし，自らのプラクティスを相
対化させられる新鮮な驚きがあっ
た．他者の「感覚」を数値で追体験
できるこのシステムは，孤独になり
がちな臨床決断において，良質なセ
カンドオピニオンのように機能する
のである．
　近年，AIなどの普及により知識
の共通基盤が整い，最低ラインの知
識は検索や対話型 AIで容易に入手
可能となった．その上で今求められ
ているのは，エキスパートによる
「倫理的な合意形成」である．折し
も 2026年 3月の日本集中治療医学
会では，終末期における 4学会合
同ガイドラインが作成されるが，こ
れもまた多職種による議論を通じて
「落としどころ」を見つける旅にほ
かならない．
　ガイドラインから日常診療に至る
まで，現在は「合意形成の方法」
や，それをいかに実臨床に落とし込
むかという「実装」の価値が高まっ
ている．本書はまさにその点に全神
経を集中させ，情報をまとめあげた

一 冊 と い え る． 個 人 的 に は，
「Threshold approach」を用いた臨床
決断プロセスの論理的な解説や，随
所に挟まれるコラム「みなとじま
コーヒーブレイク」のトピックの鋭
さに強く惹きつけられた．これら
は，まだピンときていない読者に
とっても，自らの思考を深める大切
なきっかけになるはずだ．
　最後になるが，本書には門外不出
ともいえる「みなとじまプロトコ
ル」がふんだんに盛り込まれてい
る．集中治療を学び始めたばかりの
若手はもちろんのこと，私はむし
ろ，プラクティスが固定化されがち
な指導医層にこそ，一度目を通して
いただきたいと願う．自らの判断が
「港島の流儀」とどうズレるのか，
あるいはどう一致するのかを突きつ
けられる体験は，臨床家としての古
くなった OSを再起動させる貴重な
機会となるだろう．本書が多くの臨
床家を救い，ひいては多くの患者へ
の「納得解」につながることを確信
している．
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